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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第49期

第３四半期

連結累計期間

第50期

第３四半期

連結累計期間

第49期

会計期間
自　平成24年４月１日

至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日

至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日

至　平成25年３月31日

売上高 （千円） 12,609,974 13,072,181 16,309,093

経常利益 （千円） 970,999 747,908 801,288

四半期（当期）純利益 （千円） 427,315 377,095 184,173

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 435,039 388,857 198,966

純資産額 （千円） 3,289,424 3,359,706 3,053,214

総資産額 （千円） 9,043,502 8,655,607 8,827,934

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 52.05 45.95 22.44

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.4 38.8 34.6
 

　

回次
第49期

第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年10月１日

至  平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.25 21.99
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

海外事業において、廊坊欧爵士食品有限公司は、新規に設立したことにより関連会社となったため、第

２四半期連結会計期間より持分法の適用の範囲に含めております。

この結果、平成25年12月31日現在では、連結子会社１社、持分法適用会社２社となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外景気の下振れリスクが依然として存在するも

のの、政府、日銀による経済政策および金融緩和により企業収益環境の改善や個人消費の上昇などの効

果も現れ始め緩やかな回復基調になってきました。

食料品・外食業界におきましては、一部で消費回復傾向が見られるものの、輸入原材料価格の上昇や

消費税のアップ、電気料金の値上げなどによる消費者の先行き経済に対する不安も残り、引き続き厳し

い経営環境が続いています。

このような経営環境の中で、当社グループは経営理念としている「食と食の文化を通じてお客様に満

足と幸せを提供する」ことを一貫して追い求め、「食の安全・安心」を第一に掲げて、業績の向上と財

務体質の改善を図り、経営基盤の強化に取組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は13,072百万円（前年同四半期比3.7％増）、営業利

益は755百万円（同22.9％減）、経常利益は747百万円（同23.0％減）、四半期純利益は377百万円（同

11.8％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

第１四半期連結会計期間より、従来の「食料品事業（ピザ関連事業）」から「食料品事業」へとセグ

メント名称を変更しております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はあり

ません。

①食料品事業

業務用製品では引き続き重点自社製商品『デルソーレイレブン』の販売強化、『小麦ごはん』とい

う新感覚の提案型商品戦略の強化、新規取引先の開拓および新規ユーザーへの積極的な提案営業の推

進、新規販売チャネルへの取り組み、マーケティング分析による新商品の開発等を実施することで、

売上の伸長、収益の確保、増大を図ってまいりました。

その取組みの一環として、『小麦ごはん』や当社の商品をより多くのお客様に知っていただくため

に、『小麦ごはんレシピ』などデルソーレの魅力を紹介した『ブランドサイト』を開設し、11月には

クックパッドとタイアップを行い、『小麦ごはん』レシピを多くのクックパッドユーザーに実際に

作って投稿していただきました。
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また、生産部門におきましては原材料調達コストの改善、変動労務費の削減、製品の歩留まり改

善、品質管理の強化を通じて生産性の向上を図ってまいりました。

この結果、売上高は9,035百万円（前年同四半期比10.0％増）、セグメント利益は1,052百万円（同

10.8％減）となりました。

②外食事業

外食業界におきましては、依然として個人消費の低迷が続き、経営環境は厳しい状況が続いており

ます。

外食部門におきましては、12月に東北自動車道羽生パーキングエリア(上り線)内の江戸をテーマと

した新しい施設「鬼平江戸処」内に人形焼と鯛焼きのブランド『文楽焼本舗』をオープンしました。

主力業態である「一番どり」「燦鶏」につきましては、店舗毎のＱＳＣの見直し、磨き込みにより

売上高の拡大に取り組んでまいりました。また、人件費では、労働生産性の改善等による徹底したコ

ストコントロールを継続して行ってまいりました。

宅配事業におきましては、収益基盤の構築を経営テーマに掲げ、オペレーション力の強化に取組み

ました。

この結果、売上高は4,039百万円（前年同四半期比8.2％減）、セグメント利益は102百万円（同

21.3％減）となりました。

③海外事業

海外事業におきましては、PT INDOFOOD CBP SUKSES MAKMUR TBKとの間で、インドネシアにおいて

各種食品の製造加工並びに外食事業を行う合弁会社の設立に関する契約の調印をいたしました。

この結果、セグメント損失は43百万円（前年同四半期はセグメント損失29百万円）となりました。

　

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(3)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000
 

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 8,477,890 8,477,890
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 8,477,890 8,477,890 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成25年12月31日 － 8,477,890 － 823,810 － 1,026,521
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
　普通株式 270,000

－ －

完全議決権株式（その他） 　普通株式 8,162,000 8,162 －

単元未満株式 　普通株式 45,890 － －

発行済株式総数 　 8,477,890 － －

総株主の議決権 　 － 8,162 －
 

(注)　単元未満株式欄の普通株式には、当社所有の自己株式973株および証券保管振替機構名義の株式200株が含まれ

ております。

　

②　【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社ジェー
シー・コムサ

東京都渋谷区恵
比寿南一丁目15
番１

270,000 － 270,000 3.18

計 － 270,000 － 270,000 3.18
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月

１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人双研社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,890,882 904,965

受取手形及び売掛金
※ 2,250,565 ※ 3,130,954

商品及び製品 364,479 387,777

原材料及び貯蔵品 321,288 290,501

その他 255,156 230,147

貸倒引当金 △3,374 △950

流動資産合計 5,078,996 4,943,395

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,131,886 3,992,654

減価償却累計額 △3,076,851 △3,041,115

建物及び構築物（純額） 1,055,035 951,538

その他 3,244,111 3,271,530

減価償却累計額 △2,267,700 △2,317,854

その他（純額） 976,410 953,676

有形固定資産合計 2,031,445 1,905,214

無形固定資産 41,723 143,056

投資その他の資産

敷金及び保証金 843,386 752,557

その他 856,197 934,627

貸倒引当金 △23,815 △23,245

投資その他の資産合計 1,675,768 1,663,940

固定資産合計 3,748,937 3,712,211

資産合計 8,827,934 8,655,607

負債の部

流動負債

買掛金 1,386,632 1,968,375

短期借入金 688,600 544,850

未払法人税等 370,753 5,569

賞与引当金 131,577 45,644

資産除去債務 29,390 41,147

その他 875,088 783,628

流動負債合計 3,482,041 3,389,214

固定負債

長期借入金 857,250 470,000

退職給付引当金 431,364 431,260

役員退職慰労引当金 281,478 296,504

資産除去債務 673,834 660,895

その他 48,751 48,026

固定負債合計 2,292,678 1,906,686

負債合計 5,774,720 5,295,901
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 823,810 823,810

資本剰余金 1,079,079 1,079,079

利益剰余金 1,149,182 1,444,200

自己株式 △4,292 △4,580

株主資本合計 3,047,780 3,342,509

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,448 7,829

繰延ヘッジ損益 3,138 1,093

為替換算調整勘定 △1,153 8,273

その他の包括利益累計額合計 5,433 17,196

純資産合計 3,053,214 3,359,706

負債純資産合計 8,827,934 8,655,607
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 12,609,974 13,072,181

売上原価 7,150,129 7,915,549

売上総利益 5,459,845 5,156,631

販売費及び一般管理費

給料手当及び福利費 1,972,440 1,865,245

賞与引当金繰入額 37,846 34,463

退職給付費用 31,691 33,196

役員退職慰労引当金繰入額 23,012 23,276

その他 2,415,554 2,445,077

販売費及び一般管理費合計 4,480,544 4,401,259

営業利益 979,300 755,372

営業外収益

受取利息 163 98

受取配当金 1,399 6,618

受取賃貸料 4,662 4,317

受取補償金 24,214 －

持分法による投資利益 － 1,750

その他 11,259 6,309

営業外収益合計 41,699 19,094

営業外費用

支払利息 31,144 18,149

持分法による投資損失 2,549 －

その他 16,307 8,408

営業外費用合計 50,001 26,558

経常利益 970,999 747,908

特別利益

固定資産売却益 1,000 1,841

投資有価証券売却益 62 －

事業譲渡益 － 3,462

特別利益合計 1,062 5,304

特別損失

固定資産売却損 99 －

減損損失 145,157 63,899

固定資産除却損 46 598

子会社清算損 － 116

店舗閉鎖損失 290 －

特別損失合計 145,593 64,614

税金等調整前四半期純利益 826,468 688,598

法人税、住民税及び事業税 438,646 209,119

法人税等調整額 △43,444 102,384

法人税等合計 395,202 311,503

少数株主損益調整前四半期純利益 431,265 377,095

少数株主利益 3,950 －

四半期純利益 427,315 377,095
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 431,265 377,095

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,908 4,380

繰延ヘッジ損益 △35 △2,044

為替換算調整勘定 － 1,153

持分法適用会社に対する持分相当額 △99 8,273

その他の包括利益合計 3,773 11,762

四半期包括利益 435,039 388,857

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 431,088 388,857

少数株主に係る四半期包括利益 3,950 －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 10,255千円 13,382千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの

償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

減価償却費 241,695千円 236,296千円

のれんの償却額 －千円 5,371千円
 

　

(株主資本等関係)

　前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 65,676 8.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 82,077 10.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
食料品事業 外食事業 海外事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,210,818 4,399,155 － 12,609,974

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － －

計 8,210,818 4,399,155 － 12,609,974

セグメント利益又は損失
（△）

1,181,098 129,676 △29,058 1,281,716
 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,281,716

全社費用（注） △455,248

四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益 826,468
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日）

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

合計
食料品事業 外食事業 海外事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,032,666 4,039,514 － 13,072,181

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

3,274 － － 3,274

計 9,035,941 4,039,514 － 13,075,456

セグメント利益又は損失
（△）

1,052,953 102,050 △43,998 1,111,006
 

（注） 第１四半期連結会計期間より、従来の「食料品事業（ピザ関連事業）」から「食料品事業」へとセグメント名

称を変更しております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,111,006

全社費用（注） △422,407

四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益 688,598
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 52円05銭 45円95銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 427,315 377,095

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 427,315 377,095

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,209 8,207
 

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人　双　研　社

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   野   中   泰   弘   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   木   本   恵   輔   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月６日

株式会社ジェーシー・コムサ

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ジェーシー・コムサの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結
会計期間（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日
から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェーシー・コムサ及び連結子会
社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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